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いざというときも慌てずに！
10月２日に朝日地域で総合防災訓練が開催され、地域
住民らが参加しました。あさひ小学校の児童は、避難
訓練を行った後、消火訓練や応急救護訓練などを体験。
災害時でも慌てず行動することの大切さを学びました。



市
当
局
が
議
案
を
提
出

７
人
が
総
括
質
問

開
会
初
日
は
、
市
当
局
が
決
算
議

案
４
件
、
予
算
議
案
３
件
、
条
例
議

案
６
件
、
事
件
議
案
５
件
、
人
事
案

件
３
件
の
計
21
件
の
議
案
を
提
出
し
、

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
意
見
書

の
説
明
の
後
、
各
会
派
を
代
表
し
て

９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
に
開
会
し
、
市

当
局
が
21
件
の
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
請
願

１
件
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付

託
し
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
議
案
・
請
願
は
、
総
括
質
問
、

委
員
会
審
査
な
ど
の
後
、
議
員
提
出
の
意
見
書

２
件
を
含
め
審
議
し
、24
日
間
の
会
期
を
経
て
、

９
月
29
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
議
案
・
請
願
・
意
見
書
の
内
容
と
審
議
結
果

は
３
頁
）

７
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

（
質
問
内
容
は
８
〜
10
頁
）

上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
議
第

56
号
か
ら
議
第
73
号
に
つ
い
て
、
決

算
議
案
は
決
算
特
別
委
員
会
に
、
予

算
議
案
は
予
算
特
別
委
員
会
に
、
条

例
及
び
事
件
議
案
は
所
管
の
常
任
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

次
に
、
議
第
74
号
か
ら
議
第
76
号

ま
で
の
３
件
を
審
議
し
、
表
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

（
人
事
案
件
の
内
容
は
下
段
）

23
人
が
一
般
質
問

８
日
、
９
日
、
12
日
の
３
日
間
、

市
当
局
に
対
し
て
、
23
人
の
議
員
が

市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
11
〜
15
頁
）

決
算
・
予
算
特
別
委
員
会
を

開
催
、
提
案
趣
旨
を
説
明

13
日
に
決
算
特
別
委
員
会
及
び
予

算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
に
お
い
て
、
決
算
及
び
予

算
議
案
の
提
案
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、

各
分
科
会
に
分
割
付
託
し
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
を
開
催

決
算
・
予
算
議
案
等
を
審
査

14
日
に
総
務
、
15
日
に
市
民
文
教
、

16
日
に
厚
生
、
20
日
に
産
業
建
設
の

各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

条
例
及
び
事
件
議
案
の
審
査
を
行
い
、

決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
及
び
予
算

特
別
委
員
会
分
科
会
で
は
、
決
算
及

び
予
算
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
審
査
内
容
は
６
〜
７
頁
）

ま
た
、
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
請
願
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。請

願
１
件
を
不
採
択

21
日
の
本
会
議
で
は
、
総
務
常
任

委
員
長
が
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
第
３
号
に
つ
い
て
審
査
報
告
を
行

い
、
討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛

成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

決
算
・
予
算
の
分
科
会
報
告

28
日
の
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、

各
分
科
会
委
員
長
が
決
算
議
案
の
審

査
報
告
を
行
い
、
表
決
の
結
果
、
全

員
賛
成
で
可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
予
算
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
各
分
科
会
委
員
長
が
予
算

議
案
の
審
査
報
告
を
行
い
、
表
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
１
件
を
可
決

３
年
度
決
算
等
を
可
決
及
び
認
定

最
終
日
の
29
日
、
議
員
提
出
の
意

見
書
２
件
を
審
議
し
、
議
会
第
14
号

は
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
、

議
会
第
15
号
は
討
論
の
後
、
表
決
の

結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

次
に
、
決
算
特
別
委
員
長
が
決
算

議
案
、
予
算
特
別
委
員
長
が
予
算
議

案
、
各
常
任
委
員
長
が
条
例
及
び
事

件
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
表
決
の
結
果
、
議
第
56

号
か
ら
59
号
ま
で
の
４
件
は
全
員
賛

成
で
可
決
及
び
認
定
、
議
第
60
号
か

ら
議
第
73
号
ま
で
の
14
件
は
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
追
加
議
案
と
し
て
、
市

当
局
が
議
第
77
号
を
提
出
し
、
質
疑

の
後
、
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
高
速
交
通
等
対
策
特
別

議会の概要
令和３年度決算を認定

補正予算、条例の一部改正等
25件を審議

９月定例会日程
本会議（総括質問）
本会議（一般質問）
決算・予算特別委員会
常任委員会
本会議
決算・予算特別委員会
本会議

委
員
長
及
び
人
口
減
少
・
地
域
活
性

化
対
策
特
別
委
員
長
が
中
間
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

（
報
告
内
容
は
５
頁
）

鶴
岡
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

榎
本

政
規

氏
（
少
連
寺
）

中
澤　
　
洋

氏
（
日
吉
町
）

佐
藤

文
一

氏
（
越
中
山
）

齋
藤　
　
久

氏
（
宝
徳
）

加
賀
山

茂

氏
（
播
磨
）

東
山

昭
子

氏
（
大
宝
寺
町
）

山
田　
　
登

氏
（
桜
新
町
）

須
藤

賢
三

氏
（
美
原
町
）

櫻
井

好
和

氏
（
上
畑
町
）

板
垣

壯
典

氏
（
宝
町
）

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
委
員

中
村

公
俊

氏
（
ほ
な
み
町
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

叶
野　
　
勉

氏
（
東
堀
越
）

五
十
嵐

司

氏
（
西
新
斎
町
）

押
井

五
月

氏
（
宝
徳
）

人
事
案
件
の
結
果

６日
８・９・12日

13日
14～16・20日

21日
28日
29日
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▼議員提出議案と審議結果
議案番号 議案名 付託委員会 審議結果

議会第14号 障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律の改正を求め
る意見書の提出について 省　　略 可　決

（全員賛成）

議会第15号 防衛費を「ＧＤＰ比２％」に増額することに反対する意見書の提出について 省　　略 否　決
（賛成少数）

▼請願と審議結果
請願番号 請願件名 付託委員会 審議結果

請願第３号 安倍晋三元首相の国葬の「閣議決定」を撤回する意見書の提出を求める請願 総　　務 不採択
（賛成少数）

▼市長提出議案と審議結果
議案番号 議案名 付託委員会 審議結果
議第56号 令和３年度鶴岡市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別

議第57号 令和３年度鶴岡市病院事業会計決算の認定について 決算特別

議第58号 令和３年度鶴岡市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 決算特別 可決及び認定
（全員賛成）

議第59号 令和３年度鶴岡市下水道事業会計決算の認定について 決算特別 認　定
（全員賛成）

議第60号 令和４年度鶴岡市一般会計補正予算（第５号） 予算特別

議第61号 令和４年度鶴岡市介護保険特別会計補正予算（第１号） 予算特別

議第62号 令和４年度鶴岡市下水道事業会計補正予算（第１号） 予算特別

議第63号 鶴岡市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 総　　務
男性の職員が妻の出産に伴い取得する育児参加のための特別休暇について、当
該出産の子が１歳に達する日まで取得できるように期間を延長するもの

議第64号 鶴岡市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 総　　務

議第65号 鶴岡市市税条例等の一部改正について 総　　務

議第66号 鶴岡市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関す
る条例の一部改正について 総　　務

議第67号 鶴岡市立朝暘第五小学校改築工事及び第五学区放課後児童クラブ新築工事請負
契約の締結について 総　　務

当該工事について、佐藤工務・佐藤組・山口工務店特定建設工事共同企業体と
22億1,100万円で契約締結するもの

議第68号 鶴岡市立朝暘第五小学校改築工事及び第五学区放課後児童クラブ新築工事機械
設備工事請負契約の締結について 総　　務

議第69号 鶴岡市立朝暘第五小学校改築工事及び第五学区放課後児童クラブ新築工事電気
設備工事請負契約の締結について 総　　務

議第70号 鶴岡市手数料条例の一部改正について 産業建設

議第71号 鶴岡市あさひ自然体験交流施設設置及び管理条例の一部改正について 産業建設
湯殿山スキー場リフトの利用料金について、高校生１日券（1,800円）を新設し、
レディース１日券の利用可能日から12月28日～１月５日を除くもの

議第72号 湯殿山スキー場新第２ロマンスリフト建設工事請負契約の一部変更について 産業建設

議第73号 市道路線の認定及び廃止について 産業建設

議第74号 鶴岡市表彰条例に基づく表彰について 省　　略

議第75号 鶴岡市教育委員会委員の任命について 省　　略

議第76号 人権擁護委員候補者の推薦について 省　　略

議第77号 令和４年度鶴岡市一般会計補正予算（第６号） 省　　略 可　決
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

同　意
（全員賛成）

認　定
（全員賛成）
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物価高騰対策等関連予算を可決（議第60号・議第77号）
９月定例会のポイント

７月臨時会　概要・ポイント

助 成 額　１世帯当たり
　　　　　１万円
受付期間　４年12月下旬～
　　　　　５年２月下旬

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援事業
（６億6,697万円）

　電力・ガス・食料品等価格高騰による非課税世帯
等の負担の軽減を図るため、国の追加経済対策を活
用して支援を行うもの
対象世帯　非課税世帯、家計急変世帯
給 付 額　１世帯当たり５万円

支援対象　市内に畜舎を持ち、牛豚鶏等を飼養する
畜産事業者

支援内容　畜種ごとの補助単
価×飼養頭羽数
　（１事業者につき
上限100万円）

水産物販促・飲食等需要喚起事業（2,808万円）
　コロナ禍の影響により飲食店や旅館、仕出し店等
での需要が減少して、地元水産物の販売額が低く推
移している中、地魚の消費拡大と飲食店等の利用促
進を図るため、飲食店等の地魚購入支援、当事業参
加店利用者の中から抽選で水産加工品が当たる誘客
企画、広告ＰＲ等活動を行うもの
支援対象　キャンペーン参加店
支援内容　・指定魚種（ズワイガニ、タイ、サケ等）
　　　　　　の購入経費の２分の１を支援
　　　　　・同参加店利用者へ水産加工品をプレゼ
　　　　　　ント

　ウクライナ危機や急激な円安などの影響による原
油価格や物価の高騰を受け、生活に困窮する方の経
済的負担の軽減を図るため、国の追加経済対策によ
る補助金などを活用した物価高騰対策に係る補正予
算案が提出され、全員賛成で可決しました。
　その主な事業を紹介します。

灯油購入費助成事業（3,000万円）
　原油価格の高騰を受け、生活困窮世帯の経済的負
担の軽減を図るため、令和４年度の灯油購入費助成
事業を拡充して支援を行うもの
対象世帯　住民税非課税世帯のうち次の世帯
　　　　　・高齢者世帯　　・障害者世帯
　　　　　・ひとり親世帯　・要介護認定者世帯

　７月27日に開催した臨時会において、議第55号
令和４年度鶴岡市一般会計補正予算（第４号）の審
議を行い、全員賛成で可決しました。
　その主な事業を紹介します。

住民税均等割のみ課税世帯等臨時特別給付事業
（１億3,664万円）

　先に実施している国の住民税非課税世帯等臨時特
別給付事業の給付対象から外れた低所得世帯を対象
に、市独自に支援を行うもの
対象世帯
　・住民税の均等割のみ課税される世帯
　・非課税世帯で国の臨時特別給付事業の給付条件
から外れた世帯

給 付 額　１世帯当たり２万円
申請期間　４年９月～12月

飼料価格高騰緊急支援事業（3,058万円）
　配合飼料価格の高騰により、経営が圧迫されてい
る畜産事業者に対し、価格高騰分の一部について、
支援を行うもの

オミクロン株対応ワクチン接種関連予算を可決（議第60号）
新型コロナウイルスワクチン接種事業

（２億8,096万円）
対 象 者　初回接種（１・２回目）を完了した12歳

以上の方
接種回数　１人１回

　鶴岡地区医師会等と連携して実施する、オミクロ
ン株に対応した新型コロナのワクチン接種に係る補
正予算案が提出され、全員賛成で可決しました。
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人口減少・地域活性化対策
特別委員会 高速交通等対策特別委員会

特別委員会中間報告

百条調査特別委員会
市長など４人の証人尋問を実施

　令和３年12月の委員会設置以降、計５回の委員
会を開催した。
　前期の委員会では、人口減少対策に重点を置き取
り組んできた経過を踏まえ、今期委員会では、地域
活性化対策に重点的に取り組むこととした。そこで、
近年にぎわいが失われつつある中心市街地の商店街
の活性化をテーマに、関係する所管課と意見交換を
行うとともに、商店街関係者を招いて懇談会を実施
し、意見交換を行うことで実態や諸課題の把握に努
めてきた。
　少子化や大都市への人口流出などによって、人口
減少や過疎化が深刻な状況にあり、その対策が喫緊
の課題となっている。今後も、調査・研究を重ね、
地域活性化に資する実効性のある施策等について協
議していく。

　６月23日に委員会を開催し、日沿道の進捗状況、
庄内空港・羽越本線の状況について、当局から説明
を受け、質疑・意見交換を行った。
　日沿道「朝日温海道路」は、施工中の鼠ヶ関トン
ネルに続き、今年度、小岩川第２トンネルに着手、
残る２か所のトンネルも５年度までの着手が発表さ
れるなど、着実に整備が進捗している。
　庄内空港及び羽越本線の利用者は、新型コロナ感
染症の影響によって減少しているが、コロナ後を見
据え利用促進や新たな
需要創出に向けた取組
が求められている。
　今後も、高速交通基
盤の整備促進に係る調
査・研究を進めていく。

　平成29年10月の市長選挙期間中に、皆川市長が
当時の支援者から受領した100万円の寄付を選挙運
動費用収支報告書に記載していなかった問題等に関
し、５月及び６月に秘密会で、市長が支援者に100
万円を返金した際に同行した元県議、出納責任者の
証人尋問を行いました。また、いずれも公開で、７
月19日には支援者の証人尋問を、７月25日及び８
月30日には、市長の証人尋問を実施しました。今後、
今回の証人尋問で得られた証言内容を精査し、事実
関係を明らかにしていきます。
　また、市長による市職員へのパワハラ疑惑につい
ては、去る５月に実施したアンケート調査に記名で
回答があった方を対象に、今後、追加調査に協力い
ただけるのかを確認するための意向調査を実施しま
した。今後は、回答者の意向を踏まえた上で、証人
尋問や聴取り調査などの追加調査を実施することと
し、引き続き、パワハラの事実の有無等について、
調査を進めていきます。

重要事業要望活動
　７月21日に議長、副議長、総務常任委員長及
び産業建設常任委員長（高速交通等対策特別委員
長を併任）が市長とともに財務省及び国土交通省
を訪問、幹部と面会し、日沿道の一日も早い全線
開通や庄内空港の滑走路延長など、本市の重要事
業に関する要望活動を行いました。
　市議会では、要望事項の実現に向けて、今後も
関係省庁等に対し働き掛けを行っていきます。

加藤鮎子国土交通大臣政務官（当時）に
要望書を提出

鼠ヶ関トンネルの現地視察
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委
員

３
年
度
は
豪
雪
だ
っ
た
が
、
高

齢
者
等
雪
下
ろ
し
費
用
扶
助
の
状
況
は
。

長
寿
介
護
課
長

３
年
度
は
２
２
１
件
、

３
３
１
万
円
の
扶
助
を
行
っ
て
い
る
。

世
帯
の
内
訳
は
、
高
齢
者
世
帯
が
主
で

約
95
％
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
世
帯
主

が
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
持
つ

世
帯
等
で
あ
る
。

委
員

要
介
護
等
認
定
者
数
が
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

長
寿
介
護
課
長

平
成
29
年
に
総
合
事

業
を
開
始
し
て
お
り
、
総
合
事
業
対
象

者
と
な
る
こ
と
で
、
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
も
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
、
認
定
者
数
減
少
の
主
な
要
因
で

決
算
特
別
委
員
会

市
民
文
教
分
科
会

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
総
務
分
科
会

高
齢
者
等
の
雪
下
ろ
し
へ
の
支
援
は

要
介
護
等
認
定
者
数
減
少
の
要
因
は

ま
ち
づ
く
り
未
来
基
金
の
目
標
額
は

庄
内
入
部
記
念
事
業
終
了
後
の
方
針
は

教
員
不
足
へ
の
充
足
状
況
は

屋
内
多
目
的
運
動
場
の
利
用
状
況
は

古
着
の
資
源
回
収
の
課
題
は

委員会審査
提案された議案をそれぞれ所管の
委員会に付託して審査します。
審査の主なものを掲載します。

委
員

地
域
ま
ち
づ
く
り
未
来
基
金
に

令
和
３
年
度
は
約
１
億
９
、０
０
０
万

円
を
積
み
立
て
、
３
年
度
末
の
基
金
残

高
は
約
７
億
２
、０
０
０
万
円
あ
る
が
、

残
高
は
ど
の
程
度
が
適
切
か
な
ど
、
目

標
額
は
あ
る
の
か
。

財
政
課
主
幹

同
基
金
は
積
立
て
を
行

う
一
方
で
、
取
崩
し
も
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
基
金
残
高
の
目
標
額
は
特
段
な

い
も
の
の
、
各
年
度
１
億
５
、０
０
０
万

円
〜
２
億
円
程
度
の
取
崩
し
が
あ
る
た

め
、
残
高
が
過
大
に
あ
る
必
要
は
な
い

が
、
そ
れ
を
満
た
す
だ
け
の
残
高
は
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
。
毎
年
９
月
定
例

会
に
提
案
す
る
前
年
度
の
決
算
剰
余
金

を
活
用
し
た
基
金
積
立
て
の
算
定
に
当

た
っ
て
は
、
各
基
金
の
残
高
を
考
慮
し

な
が
ら
、
金
額
を
調
整
し
て
い
く
。

委
員

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記

念
事
業
補
助
金
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
内
容
は
。
ま
た
、
本
番
で
あ
る
今

年
度
に
ど
う
生
か
し
、
事
業
終
了
後
の

方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

政
策
企
画
課
長

３
年
度
は
今
年
度
の

本
番
に
向
け
て
、
歴
史
講
演
会
の
開
催
、

庄
内
地
域
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
連
携
の
準

委
員

学
校
か
ら
は
、
教
員
や
会
計
年

度
任
用
職
員
な
ど
人
的
資
源
の
不
足
を

指
摘
す
る
声
が
あ
る
が
、
充
足
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長

教
員
不
足
が
顕
著
に

な
っ
て
お
り
、
休
職
に
伴
う
補
充
者
の

確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
現
在
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
も
活
用
し
人
員
確
保

に
努
め
て
い
る
。

委
員

昨
年
12
月
に
開
設
し
た
Ｊ
Ａ
鶴

岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ
（
屋
内
多
目
的

運
動
場
）
の
利
用
状
況
と
課
題
は
。

ス
ポ
ー
ツ
課
長

利
用
者
数
は
、
開
設

当
初
の
昨
年
12
月
が
最
も
多
く
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
利
用
者
が
２
、１
０
５
人
、

備
、
公
式
サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信
、
高

校
生
に
よ
る
古
文
書
体
験
や
Ｃ
Ｍ
動
画

作
成
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
今
も
殿

が
暮
ら
す
ま
ち
』
の
発
行
、
こ
ど
も
記

者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
小
・
中
学
生
の
副

読
本
の
編
集
・
製
作
な
ど
の
取
組
を
行

っ
た
。
今
年
度
は
、
10
月
の
記
念
式
典

を
は
じ
め
、
３
年
度
の
取
組
を
生
か
し
、

庄
内
一
円
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
小
・
中

学
生
へ
の
副
読
本
の
デ
ジ
タ
ル
頒
布
な

ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
今
年
度
で
メ

イ
ン
事
業
は
終
了
す
る
が
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
連
携
の
仕
組
み
は
今
後
も
活
用

可
能
で
あ
り
、
副
読
本
は
地
域
の
文
化

と
魅
力
を
知
る
学
習
に
利
用
で
き
る
。

ま
た
、
現
在
、
講
演
会
な
ど
で
の
手
話

通
訳
や
要
約
筆
記
と
い
っ
た
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
進
め
て
お

り
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
指
針
と
な

る
と
考
え
て
い
る
。

酒井家庄内入部400年記念式典
（10月８日／荘銀タクト鶴岡）

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
厚
生
分
科
会

委
員

３
年
度
か
ら
本
市
で
も
古
着
等

の
資
源
回
収
を
実
施
し
て
い
る
が
、
課

題
や
今
後
の
見
通
し
は
。

廃
棄
物
対
策
課
長

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
ご
み
焼
却

施
設
で
の
古
着
回
収
を
開
始
し
た
が
、

回
収
場
所
が
分
か
り
に
く
い
と
の
声
が

あ
り
、
案
内
表
示
等
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。
今
後
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
有
効
に

活
用
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

人
工
芝
ア
リ
ー
ナ
が
３
、１
４
０
人
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
国
の
ま
ん
延
防
止

等
特
別
措
置
の
適
用
で
一
時
施
設
を
閉

鎖
し
た
が
、
３
月
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
利

用
者
が
約
１
、０
０
０
人
、
人
工
芝
ア

リ
ー
ナ
が
約
２
、５
０
０
人
と
な
っ
て

お
り
、
利
用
者
数
が
落
ち
込
む
夏
場
の

利
用
拡
大
が
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
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委
員

農
業
経
営
者
育
成
学
校
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｄ
Ｓ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
評
価
検
証

を
実
施
し
、
不
断
の
見
直
し
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
や
議
会
に
対
し
情
報
開

示
に
努
め
る
よ
う
、
議
会
が
平
成
31
年

３
月
に
附
帯
決
議
を
付
し
て
い
る
が
、

議
会
に
対
し
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で

公
表
す
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長

議
会
の
附
帯
決
議
は

重
く
受
け
止
め
て
お
り
、
遅
滞
な
く
検

証
結
果
を
報
告
し
た
い
と
思
う
が
、
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
は
人
材
育
成
の
取
組
で
あ
り
、

１
期
生
が
就
農
し
た
ば
か
り
の
た
め
、

結
果
が
出
る
ま
で
一
定
程
度
時
間
を
要

す
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

委
員

国
の
支
援
も
３
年
度
で
終
了
し
、

市
の
財
政
で
運
営
し
て
い
く
変
わ
り
目

の
時
期
に
来
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現

時
点
で
総
括
し
、
今
後
の
方
針
を
示
し

て
も
ら
わ
な
い
と
、
議
会
と
し
て
も
納

得
で
き
な
い
の
で
は
と
思
う
が
、
遅
滞

な
く
、
早
め
に
公
表
す
る
考
え
は
。

農
林
水
産
部
長

今
年
度
中
に
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｄ
Ｓ
の
取
組
と
合
わ
せ
、
把
握
で
き
る

委
員

城
下
の
ま
ち
鶴
岡
将
来
構
想

「
鶴
岡
駅
前
地
区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

策
定
に
当
た
り
、
主
体
と
し
て
捉
え
て

い
る
高
校
生
へ
の
意
見
聴
取
の
状
況
は
。

都
市
計
画
課
長

同
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

に
当
た
り
、
高
校
生
の
声
を
聞
く
た
め
、

２
年
度
に
市
内
９
校
と
庄
内
町
１
校
の

計
10
校
の
高
校
２
年
生
と
教
職
員
に
対

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
約

１
、２
０
０
人
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

回
答
結
果
で
は
、
鶴
岡
駅
前
は
暗
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た

一
方
で
、
部
活
動
・
学
校
祭
的
な
取
組

及
び
展
示
・
発
表
の
場
と
し
て
利
用
し

た
い
と
い
っ
た
前
向
き
な
意
見
も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
意
見
を
３
年
度
末
に
完
成
し

た
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
反
映
し
て
い
る
。
今

年
度
か
ら
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現
化
す

る
に
当
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
も
活
用
し
、
高
校

生
ら
若
者
の
声
を
聞
く
機
会
を
作
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

委
員

近
年
、
教
育
旅
行
が
非
常
に
増

え
て
お
り
、
子
供
の
頃
に
本
市
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
は
と
て
も
有
意
義
な

こ
と
と
考
え
る
。
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
で
は
教

Ｓシ

ー

ズ

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
検
証
結
果
の
早
期
公
表
を

駅
前
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
高
校
生
の
声
を

本
市
へ
の
教
育
旅
行
誘
致
の
取
組
は

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は

子
ど
も
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
の
常
設
は

委
員

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病

院
と
の
医
療
連
携
の
状
況
は
。

荘
内
病
院
総
務
課
長

令
和
２
年
７
月

に
協
定
を
締
結
し
、
同
年
11
月
か
ら
毎

月
１
回
、
東
病
院
の
専
門
医
に
よ
る
が

ん
相
談
外
来
を
行
っ
て
お
り
、
４
年
８

月
末
時
点
で
65
人
の
患
者
が
利
用
し
て

い
る
。
ま
た
、
荘
内
病
院
の
患
者
５
人

を
東
病
院
に
紹
介
し
た
ほ
か
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
東
病
院
の
医
師
の
診
療
を
受
け

た
患
者
も
１
人
い
る
。

委
員

子
ど
も
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
つ
い
て
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業

中
に
多
く
の
利
用
が
あ
る
が
、
常
設
し

て
は
ど
う
か
。
新
た
な
学
童
保
育
の
設

置
も
含
め
て
検
討
す
べ
き
で
は
。

子
育
て
推
進
課
長

コ
ロ
ナ
禍
で
他
学

区
の
児
童
の
受
入
れ
が
困
難
な
地
域
が

あ
っ
た
た
め
、
子
供
の
居
場
所
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
学
童
保
育
が
な
い
学
区

を
対
象
に
、
２
年
度
か
ら
同
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
な
お
、
長
期
休
業
以
外

の
期
間
は
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
実

施
し
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
童
保

育
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
登
録
人
数
や

温海地域の焼き畑ほ場で
鶴岡のＳＤＧsを学ぶ県外中学生

決
算
特
別
委
員
会

産
業
建
設
分
科
会

あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
百
歳
体
操
等
を
通

じ
て
介
護
予
防
に
努
め
た
こ
と
や
介
護

適
正
化
事
業
を
推
進
し
た
成
果
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

収
支
の
関
係
で
運
営
継
続
が
困
難
な
ケ

ー
ス
も
あ
る
た
め
、
地
域
の
意
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

範
囲
で
就
農
し
た
研
修
生
の
状
況
も
含

め
検
証
し
た
上
で
、
報
告
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

育
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
ま
な
ぶ
つ
る

お
か
』
も
発
行
し
て
い
る
が
、
今
後
の

教
育
旅
行
の
誘
致
へ
の
取
組
は
。

商
工
観
光
部
付
参
事

Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
が

市
内
旅
館
業
者
等
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

本
市
へ
の
修
学
旅
行
の
受
入
れ
件
数
は
、

２
年
度
約
90
校
、
３
年
度
約
２
２
０
校
、

４
年
度
が
６
月
時
点
で
約
１
３
０
校
と

な
っ
て
お
り
、
本
市
へ
の
関
心
が
高
い

状
況
に
あ
る
。
修
学
旅
行
で
本
市
に
訪

れ
る
の
は
、
主
に
県
内
内
陸
地
域
と
宮

城
県
の
学
校
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
地
域

に
対
し
、
効
果
的
な
働
き
掛
け
が
で
き

る
よ
う
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
今
後
も
地

域
内
の
受
入
れ
関
係
者
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
資
源
を
生
か
し
、
多

く
の
方
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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※ナラシ対策…米、麦、大豆等について、当年産の販売収入の合計が標準的収入額を下回った場合に、その差額の９割を国からの交付金と農業者の積立金で補塡する
収入減少影響緩和対策のこと。

※インセンティブ措置…目標達成や意欲向上のための動機付けとなる措置のこと。

※ナラシ対策…米、麦、大豆等について、当年産の販売収入の合計が標準的収入額を下回った場合に、その差額の９割を国からの交付金と農業者の積立金で補塡する
収入減少影響緩和対策のこと。

※インセンティブ措置…目標達成や意欲向上のための動機付けとなる措置のこと。

国保事業費納付金の平準化による今後の影響は
新政クラブ

総括質問
市長提出議案に対して、

会派を代表して質問します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執
筆しています。

YouTube　鶴岡市議会
※会議録の公開には一定の期間を要します。

将来の財政負担　できる限り軽減を
新政クラブ 議員

議員

石塚　慶

阿部　寛

コ
ロ
ナ
対
策
、

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０

年
記
念
事
業

ほかの質問

農
業
振
興
、

荘
内
病
院
決
算
と
今
後
の

地
域
連
携

ほかの質問
議
員

国
保
制
度
は
県
と
市

町
村
が
共
同
で
運
営
し
て
い

る
が
、
市
町
村
が
県
に
支
払

う
納
付
金
に
つ
い
て
、
県
は

７
年
度
か
ら
の
平
準
化
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
は
国
保
税

の
引
下
げ
も
行
っ
て
い
る
が
、
平
準

化
に
よ
る
今
後
の
見
通
し
は
。

市
長

現
行
制
度
で
は
、
本
市
の
よ

う
に
医
療
費
水
準
が
低
い
市
町
村
の

納
付
金
は
低
く
算
定
さ
れ
る
が
、
国

が
国
保
税
水
準
の
統
一
の
方
針
を
示

し
た
こ
と
を
受
け
、
県
は
、
税
率
の

統
一
で
は
な
く
、
激
変
緩
和
措
置
や

医
療
費
適
正
化
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措

置
（
※
）
を
講
じ
た
上
で
、
納
付
金

を
段
階
的
に
平
準
化
し
、
各
市
町
村

の
負
担
を
統
一
す
る
案
を
示
し
た
。
し

か
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
対
象

は
、
医
療
費
水
準
が
高
い
市
町
村
に

限
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
は
合
意
で

き
な
い
と
回
答
し
た
。
そ
の
後
の
協

議
で
、
県
は
、
医
療
費
水
準
が
低
い

市
町
村
に
も
同
措
置
を
講
じ
る
こ
と

を
検
討
す
る
と
回
答
し
て
お
り
、
今

後
、
更
に
協
議
を
進
め
て
い
く
。

議
員

後
年
度
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
に
は
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
公
債
費

の
繰
上
償
還
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
平
成
26
年
度
〜
29
年

度
は
約
７
億
円
〜
10
億
円
の
繰
上
償

還
を
行
っ
て
い
た
が
、
繰
上
償
還
の

考
え
方
は
。

市
長

例
年
、
決
算
状
況
を
踏
ま
え
、

基
金
の
積
立
て
と
、
将
来
の
公
債
費

水
準
を
抑
え
る
た
め
に
繰
上
償
還
を

行
っ
て
い
る
。
地
方
財
政
法
上
、
決

算
剰
余
金
の
２
分
の
１
以
上
を
基
金

積
立
金
又
は
市
債
の
繰
上
償
還
に
充

て
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
は

２
分
の
１
の
６
割
を
基
金
積
立
金
に
、

４
割
を
繰
上
償
還
に
充
て
て
い
る
。

議
員

令
和
３
年
度
決
算
は
剰
余
金

が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
繰
上

償
還
の
積
み
増
し
を
す
べ
き
で
は
。

市
長

毎
年
度
９
月
補
正
予
算
に
決

算
剰
余
金
の
水
準
に
比
例
し
算
定
し

た
金
額
を
追
加
計
上
し
て
い
る
。
今

後
は
公
債
費
の
高
止
ま
り
も
見
込
ま

れ
る
が
、
多
額
の
剰
余
金
が
生
じ
た

場
合
の
対
応
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。
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コロナ禍での地域雇用とケア労働の実態は
日本共産党鶴岡市議団 議員菅井　巌

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
の

下
で
の
決
算
、
予
算

な

ど
ほかの質問

深刻な人手不足対策を急げ
鶴岡市議会公明党 議員秋葉　雄

価
格
高
騰
対
策

ほかの質問

女性活躍推進法に基づく取組の状況は
市民の声・鶴岡 議員遠藤　初子

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
影

響
と
今
後
の
支
援

な
ど

ほかの質問
議
員

職
業
生
活
に
お
い
て

女
性
が
活
躍
し
や
す
い
環
境

を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
28
年
４
月
に
女
性
活
躍
推

進
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
第
２
次
鶴

岡
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
く

女
性
活
躍
の
推
進
に
つ
い
て
の
取
組

状
況
は
。

市
長

第
２
次
計
画
で
は
、
男
女
共

同
参
画
の
意
識
、
働
く
場
、
地
域
及

び
家
庭
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い

て
、
市
民
の
意
識
定
着
と
行
動
を
促

す
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の
環
境

を
整
え
、
男
女
共
同
参
画
と
互
い
に

尊
重
し
合
う
社
会
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。
女
性
活
躍
に
係
る

新
し
い
取
組
と
し
て
は
、
女
性
が
自

分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
、
職
場
や
職
種
を
超
え
て

女
性
た
ち
が
つ
な
が
り
、
交
流
す
る

場
づ
く
り
を
目
指
し
、「
つ
る
お
か

小
町
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を
９
月
24
日
に
開

催
す
る
。
ま
ず
は
、
市
役
所
が
率
先

し
て
女
性
活
躍
の
推
進
に
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
を
広
く
社
会
に
向
け
て
発

信
し
て
い
く
。

議
員

農
業
や
漁
業
だ
け
で

は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
で

人
手
不
足
は
顕
在
化
し
て
お

り
、
よ
り
一
層
そ
の
深
刻
さ

が
増
し
て
い
る
。
今
後
の
対
策
と
し

て
、
外
国
人
労
働
者
に
選
ば
れ
る
地

域
を
目
指
す
取
組
が
考
え
ら
れ
る
が
、

住
居
の
確
保
や
家
賃
支
援
、
日
本
語

教
育
の
支
援
等
に
つ
い
て
、
監
理
団

体
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

市
長

市
の
支
援
策
と
し
て
、
申
請

の
あ
っ
た
監
理
団
体
を
対
象
に
、
技

能
実
習
生
の
日
本
語
や
技
能
修
得
研

修
等
の
費
用
に
つ
い
て
、
１
団
体
当

た
り
10
万
円
を
上
限
に
助
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
受
入
れ
環
境
向
上
の
た

め
、
出
羽
庄
内
国
際
交
流
財
団
を
通

じ
て
、
日
本
語
教
室
の
開
催
や
通
訳

の
派
遣
、
翻
訳
業
務
、
国
際
交
流
専

門
員
に
よ
る
生
活
相
談
窓
口
の
設
置

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
人
材
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、
外
国
人
技
能
実
習

生
の
受
入
れ
は
、
重
要
な
取
組
の
一

つ
で
あ
り
、
今
後
も
受
入
れ
環
境
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

就
労
先
の
変
化
は
。
ま
た
、

非
正
規
雇
用
や
介
護
、
保
育

分
野
の
雇
用
実
態
は
。

市
長

鶴
岡
管
内
の
７
月
の
有
効
求

人
倍
率
は
１
・
97
倍
、
高
卒
は
３
・

12
倍
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
建
築
や

土
木
、
製
造
業
の
倍
率
が
高
い
傾
向

に
あ
る
。
正
社
員
は
１
・
57
倍
で
あ

り
、
前
年
同
月
比
で
上
昇
し
て
い
る
。

市
の
正
社
員
化
促
進
事
業
奨
励
金
事

業
を
活
用
し
、
非
正
規
雇
用
か
ら
の

転
換
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度

も
約
30
人
の
転
換
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
介
護
分
野
は
２
・
62
倍
で
あ

り
、
保
育
分
野
も
全
職
種
の
倍
率
よ

り
高
い
状
況
に
あ
る
。
市
の
調
査
で

は
、
民
間
保
育
施
設
50
園
中
14
園
が

人
材
不
足
で
運
営
に
影
響
が
あ
る
と

回
答
し
て
い
る
。
こ
の
人
材
不
足
は
、

交
代
勤
務
者
の
確
保
や
出
産
育
児
休

暇
に
対
応
し
た
代
替
職
員
確
保
に
影

響
が
出
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
給

与
面
が
十
分
と
は
言
え
な
い
こ
と
や

働
く
世
代
の
減
少
等
に
よ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
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本 会 議
（提案説明）

市当局から決算議案が提出され、内
容について説明を受ける。

本 会 議
（総括質問）

各会派の議員が決算議案等について、
総括的に質問する。

決算特別
委 員 会

全議員で委員会を構成。付託された
決算議案を審査する。

本 会 議
（採　決）

決算特別委員長が審査報告を行い、
決算議案の認定について採決する。

コロナ関連融資　必要な対応を検討へ
市民フォーラム 議員石井　清則

財
政
運
営
、

職
員
の
育
児
休
暇
の
取
得

ほかの質問

自主財源確保に向けた取組は
ＳＤＧs鶴ヶ岡 議員南波　純

な
し

ほかの質問
議
員

税
収
の
増
加
や
税
外

収
入
の
確
保
な
ど
、
自
主
財

源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
い

わ
ゆ
る
「
稼
ぐ
自
治
体
」
に

向
け
て
現
状
と
今
後
の
取
組
は
。

市
長
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

令
和
３
年
度
が
約
14
億
６
、０
０
０
万

円
で
あ
り
、
過
去
３
年
間
で
約
３
倍

と
な
っ
た
が
、
先
進
自
治
体
と
比
べ

ま
だ
少
な
い
状
況
に
あ
る
。
返
礼
品

の
品
目
数
は
、
過
去
３
年
間
で
約

２・
５
倍
に
拡
大
し
て
お
り
、
今
後

は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
用
い
た
情
報
発
信
や

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
充
実
を
図
る
な

ど
、
更
な
る
情
報
発
信
に
努
め
る
。

ま
た
、
税
外
収
入
増
の
取
組
と
し
て

は
、
ご
み
焼
却
施
設
の
売
電
を
開
始

し
、
年
間
収
入
は
２
億
円
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
不
要
と
な
っ
た

公
用
車
な
ど
、
本
来
廃
棄
処
分
す
る

も
の
を
入
札
で
売
払
い
す
る
な
ど
、

財
産
売
払
収
入
の
増
に
も
努
め
て
い

る
。
今
後
も
自
主
財
源
の
確
保
に
向

け
て
、
全
庁
的
に
新
た
な
項
目
の
掘

り
起
こ
し
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
た

情
報
発
信
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

議
員

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が

長
引
く
中
、
企
業
や
事
業
者

等
で
は
借
り
入
れ
た
運
営
資

金
の
返
済
も
始
ま
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
物
価
や
原
油
・
原
材

料
等
の
価
格
高
騰
も
重
な
り
、
今
後

が
不
安
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
た

め
、
継
続
し
た
支
援
が
必
要
と
考
え

る
。
企
業
や
事
業
者
等
の
経
営
資
金

に
対
す
る
支
援
の
状
況
や
考
え
は
。

市
長
コ
ロ
ナ
関
連
の
融
資
と
し
て
、

市
独
自
の
長
期
安
定
資
金
Ⅱ
２
号
に

は
３
７
２
件
、
52
億
円
の
利
用
が
あ

り
、
返
済
猶
予
に
対
応
す
る
た
め
、
元

金
返
済
据
置
期
間
を
延
長
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
県
と
市
が
協
調
し
た
地

域
経
済
変
動
対
策
資
金
に
は
６
７
９

件
、
１
７
３
億
円
の
利
用
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
県
が
創
設
し
た
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
対
応
借
換
え
資
金
は
、
新
た
な
運

転
資
金
も
含
め
６
、０
０
０
万
円
ま
で

の
借
入
れ
が
で
き
、
借
入
れ
時
か
ら

２
年
間
の
据
置
期
間
を
設
定
で
き
る
。

融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
対

応
を
更
に
検
討
し
て
い
く
。

決算
審査

はどのように
しているの？

　本市議会では、毎年９月定例会で前年度決算の
審査を行っています。決算審査は、前年度の予算
が適切に使われたか検証し、翌年度の予算編成や
将来の財政計画を見据えた評価を行うという重要
な役割を担っています。

決
算
審
査
の
流
れ 　　　　　　　　　　　　各分科会委員長が審査報

告を行い、決算議案の認定について採決する。

　　　　　　　　　　　　市当局からの決算議案の
説明が行われた後、常任委員会ごとに四つの分科会
を設置し、議案を分割付託する。

決算特別委員会

決算特別委員会
決算特別委員会での審査の流れ

各分科会で詳細に審査する
・総務分科会　・市民文教分科会
・厚生分科会　・産業建設分科会
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一般質問
市政全般について考え方や方針などを

市当局に質問します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。
※会議録の公開には一定の期間を要します。
※総括質問を行った議員を除く17人の質問を掲載します。

ごみへの金属類混入の
現状と残渣

さ

処理は

議員　燃やすごみに金属類が混入する事例が相
次ぎ、市は注意喚起を行った。地元自治会との
協定上、一般廃棄物最終処分場には焼却灰等以
外は埋め立てないことが原則である。金属類の
混入状況と焼却後に残った金属類の処理は。
市民部長　７月に焼却灰を冷却する機械が閉塞
するトラブルがあり、鉄線等の金属類160㎏が
発見された。灰の付着を取り除いた90㎏は資源
回収業者に引取りを依頼し、残りは保管してい
る。その後、注意喚起を行ったが、９月にも同
量の金属類が発見され保管しており、これらの
処分は廃棄物処理業者への依頼を検討している。

地域の魅力を再構築し、地域活性化推進に向け
た取組、市営住宅の管理

坂　本　昌　栄議員

ほかの質問 

生活者支援のため
水道料金減免を検討すべき

議員　物価高が市民の日常生活を圧迫してお
り、次なる生活者支援が必要である。これまで
も様々な提案をしたが、所得で分断されない対
策が大事だと考える。水道は全ての人が生活や
事業に使うため、水道料金の減免は平等・公平
な支援策である。本市でも地方創生臨時交付金
を活用し、水道料金の減免を検討すべきでは。
上下水道部長　本市で減免を行うには、給水区
域の三川町や村上市との合意形成が必要であり、
料金システム改修を含む準備作業に約４か月要
する等の課題がある。今後、同交付金の充当事
業の全体調整で、実施の可能性を相談していく。

リノベーションまちづくり、鶴岡型小中一貫教
育、国民健康保険税水準の統一

黒　井　浩　之議員

ほかの質問 

YouTube　鶴岡市議会

男性用トイレにサニタリー
ボックスの設置を

議員　加齢や前立腺がんの後遺症等のため、尿
漏れパッドや紙おむつを使う男性が増えており、
災害対策、トランスジェンダー（※）への配慮
からも、男性用トイレへのサニタリーボックス
設置の必要性は高まっている。まずは市役所や
図書館など高齢者の利用が多い公共施設や観光
地のトイレへの設置が必要と考えるが見解は。
総務部長　現在、荘内病院をはじめ市が所管す
る数か所の施設で設置している。誰もが安心し
て外出できる環境の一つとして、設置の必要性
を認識しており、まずは市庁舎など市民の利用
が多い公共施設への設置を順次進めていきたい。

教育環境、公共交通

長 谷 川　　剛議員

ほかの質問 

※トランスジェンダー…生まれつきの身体的性別と、自分が認識する性別が異
なる人々の総称。
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政府の小中一貫教育導入の
背景への認識は

議員　導入の背景には、財界の求めるグローバ
ル人材の養成という教育の新自由主義政策と、
行財政改革による学校統廃合があると思うが。
教育長　小中一貫教育の導入は、中１ギャップ
への対応、少子化等に伴う学校の社会性育成機
能の強化など、学校教育の課題を解決し、義務
教育の充実、質の向上を図るためと考える。
議員　一貫校の中１は成長の飛躍がないとした
小中一貫教育20年の検証報告をどう考えるか。
教育長　国の事例集や新庄市立萩野学園の事例
等では大きな成果が見られるため、地域の実情
に応じた小中一貫教育も一つの選択肢と考える。

なし

加　藤　鑛　一議員

ほかの質問 

新型コロナ感染症患者への
対応は

議員　本市の感染状況について、これまでの累
計患者数及び市の人口に対するその割合は。ま
た、感染者が自宅療養をした割合は。
健康福祉部長　９月８日現在の本市の累計患者
数は１万743人であり、市民の11.3人に一人が
感染した計算となる。また、県全体での自宅療
養者の割合は94.0%となっている。
議員　感染者が自宅療養後にスムーズに職場に
復帰するためには、周囲の理解が必要である。
市でも理解を促すための周知が必要では。
健康福祉部長　対応の見直しを含め、効果的で
分かりやすい周知に努めていきたい。

熊による被害対策

尾　形　昌　彦議員

ほかの質問 

危機的状況にある
農業の継続に支援を

議員　ロシアのウクライナへの軍事侵攻や急激
な円安などで、肥料、燃油等の価格が高騰し、
農家の営農継続が危機的状態にあるが対策は。
農林水産部長　肥料高騰対策として、国は化学
肥料低減に向け取り組む農業者に対し、価格高
騰分の７割を支援する。県でも独自支援を検討
しており、県の動向も踏まえ、本市でも適切に
支援していく。燃油高騰対策については、利用
者が多く影響が大きいＪＡ等の共同乾燥調製施
設を対象に、市独自の支援をしている。なお、
個人等の施設については、県の小規模事業者を
対象とした支援策等の活用を検討してほしい。

なし

本　間　信　一議員

ほかの質問 

中学校部活動の改革は

議員　国は学校の働き方改革の一つとして、令
和５年度以降、中学校の休日部活動の段階的な
地域移行を図っている。今が日本の教育の歴史
上の転換点であり、本市がトップランナーとな
り改革してほしいが、今後の方向性や課題は。
教育長　休日に教師が部活動の指導に携わらな
い環境を構築するという国の方針を踏まえ、本
市も５年度から地域移行できるよう関係機関等
に働き掛けている。生徒の移動経費、指導者の
確保や報酬等の課題はあるが、国は地域移行に
伴い経済的に困窮する方への支援も検討してお
り、本市でも慎重に検討を重ねていく。

小中一貫教育

本　間　正　芳議員

ほかの質問 
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市職員の副業解禁に対する
市の方針は

議員　県や寒河江市でサクランボの収穫期に職
員が手伝えるよう副業を許可したが、本市でも
枝豆の収穫期に職員が同様の対応をできないか。
総務部長　公務員の副業、兼業については、公
務の能率や職務の公正の確保等のため、法に基
づき許可制となっている。また、長時間労働の
是正など職員の働き方改革を推進する観点から
も、本市では許可は慎重に検討すべきと考える。
だだちゃ豆の人手確保策としては、市とＪＡが
連携して取り組んでいるスマホの農業アルバイ
トマッチングアプリ「ｄ

デ イ
ａｙｗ

ワ ー ク
ｏｒｋ」の活用

の推進が効果的と考えている。

鶴岡市地域公共交通計画

五十嵐　一　彦議員

ほかの質問 

雇用の場を創出するための
企業立地の推進を

議員　工業団地の分譲状況と新たな開発計画は。
商工観光部長　工業団地の約95％が分譲済み
であり用地不足が見込まれるため、ニーズや適
地の調査を行っている。同調査では市内立地企
業の拡張等の需要や市外企業の立地が期待でき、
用地需要は約24haと算定している。今後開発方
針が固まり次第、地権者等に説明していきたい。
議員　サイエンスパークの未開発用地の活用は。
企画部長　同用地は民有地であるが、現在繊維
の原料となる人工たんぱく質の粉末の保管施設
の建設を進めており、それを繊維等に加工する
ための施設も検討していると伺っている。

なし

本　間　新兵衛議員

ほかの質問 

茅原北地区の
教育環境の整備は

議員　当該地区からの通学距離は２㎞以上ある
ため、冬期のスクールバス運行の相談を受け、
検討していると思うが、今冬から運行するのか。
教育部長　当該地区は、朝暘三小から最も遠い
分譲地で3.5㎞あり、徒歩通学で50分程度要す
る。早急な対応を要する事案と捉えており、バ
スの乗降場所など、具体的な検討を進めていく。
議員　当該地区からの通学距離、通学時間等の
環境を踏まえ、新たに小学校を整備する考えは。
教育部長　遠距離通学に対する支援は必要であ
るものの、現時点で新たな小学校整備の検討が
必要な段階には至っていないと考えている。

農業振興

佐　藤　昌　哉議員

ほかの質問 

持続可能な幸福社会を
どうつないでいくのか

議員　人づくり地域づくりに主眼を置いたＳＤ
Ｇs未来都市計画を進めるべきと考える。市長
の２期目の公約に、「誰一人取り残さず本当に
幸せだと思えるまちにする。ＳＤＧs未来都市、
地方創生のフロントランナーにする取組を更に
前へ進めていく」とある。持続可能な幸福社会
をどうつないでいくのか。
市長　住民に身近なことからＳＤＧsについて
考え、人づくりという視点も含めてＳＤＧs未
来都市計画の取組を市民一人ひとりが自分事と
して捉え推進できるように、全庁一丸となって
取り組んでいきたい。

なし

佐　藤　博　幸議員

ほかの質問 
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ラムサール条約湿地近くの
風車計画は中止を

議員　加茂地区の風力発電の計画区域は、国際
的な野鳥の保護地区であるラムサール条約湿地
の大山上池・下池から２㎞と全国の条約湿地で
最も近い。野鳥に重大な影響が懸念される同湿
地から半径５㎞の区域は、本市風力発電ガイド
ラインの制限区域に加え、計画中止を促しては。
市民部長　計画区域は条約登録の湿地に近接し、
ガイドラインの制限区域に該当する可能性があ
るため、専門家等に相談し慎重に判断していく。
市長　県の報告書でも条約湿地が近く、風車建
設に望ましくないとある。住民の合意の行方も
注視しつつ、生物多様性に十分配慮していく。

ラムサール条約湿地自治体認証などへの取組、
成年後見制度の促進

草　島　進　一議員

ほかの質問 

南庄内の持続可能な
地域医療を目指して

議員　地域医療の抜本的改革を求める請願が全
会一致で採択されて１年以上が経過した。持続
可能な地域医療への取組状況と方向性は。
病院事業管理者　当院では、元厚労省健康局長
を招いて、南庄内の地域医療構想の検討会を４
回行い、その内容を市の勉強会にも反映させた。
荘内病院事務部長　来年度中に策定予定の経営
強化プランでは、収入確保対策や諸経費の見直
し、新興感染症対応等を強化する必要がある。
市長　北庄内と機能的な役割分担を図り、地域
の医療・福祉の連携を推進し、情報資源を効率
的に市民の健康につなげることが重要である。

避難所、義務教育での学び

田　中　　　宏議員

ほかの質問 

業務委託における
物価高騰等の対策は

優先順位を考慮した
雨水対策の実施を

議員　市の業務委託の受託業者が、原油価格や
物価の高騰等の影響を受け、経費が受託額を超
過した場合の対策が必要と思うが対策は。
総務部長　今般の物価高騰のような受託者の責
任によらない社会情勢の変化等により、当初の
委託金額では履行が困難と判断される場合で、
受託者から変更の協議があった場合には、業務
委託契約約款に規定している双方の協議により、
建設工事の契約と同様に契約金額の変更ができ
るものと解している。今後も受託者と連絡を取
りながら、受託者に過度な負担を掛けることの
ないよう、適切な対応を心掛けていきたい。

議員　近年、特に大雨による災害が発生し、雨
水・治水対策を上回る速度で気候変動の影響が
顕在化している。避難所や高齢者施設、障害者
施設等の近辺については、優先的に雨水対策を
行う必要があると考えるが、雨水計画の現状は。
建設部長　避難所や高齢者施設等に加え緊急輸
送路等の施設の立地状況や浸水被害リスクを評
価し、高優先度の地域から効率的な雨水対策を
実施する雨水管理総合計画の策定に今年度から
着手している。策定に当たっては、短期、中期、
長期の排水施設の整備水準と優先順位を明確化
し、ハードとソフトの両面で対策を進めていく。

会計年度任用職員

若年女性人口の減少、人口還流（ＵＩＪター
ン）施策

工　藤　　　博議員

中　沢　深　雪議員

ほかの質問 

ほかの質問 
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市長の100万円授受問題
違法行為の認識は

議員　100万円の寄付を選挙運動費用収支報告
書に未記載だったことの違法行為の認識は。
市長　その認識はなく、報告書も訂正している。
議員　時効成立の３年数か月も何ら対応せず放
置し、後に支援者宅に100万円を届けた真意は。
市長　余剰金として返金できると考えたが、結
果として誤って自身のお金を玄関に置いてきた。
議員　未記載の理由を知識不足や失念などとし
ているが、時効が成立しても違法行為の事実は
残る。問題の発覚を恐れ、慌てて訂正した行為
は、隠蔽行為と取られても仕方がないのでは。
市長　この件は既に百条委員会で説明している。

加茂水族館の人事

小　野　由　夫議員

ほかの質問 

中学校運動部活動
地域移行の対応は

議員　令和５年度からの休日における中学校運
動部活動の地域移行について、今後の対応は。
教育長　休日の活動を公共施設のみで行う場合、
活動場所の不足が予想されるが、学校施設を活
用することで確保できると考える。現在、休日
の日中は中学校施設の一般開放を行っていない
ことから、その在り方や利用手続き、管理体制
等を検討していく。また、地域移行後に活動主
体が公共施設を利用する場合、施設・設備使用
料について、各家庭での費用負担が生じること
が想定されるため、国や県の補助金等の動向を
注視しながら、引き続き検討していきたい。

物価高などに対する市の取組、ごみ焼却施設

佐　藤　久　樹議員

ほかの質問 

市民との意見交換会を開催 ～市民の声を市政へ～
　議会について理解を深めてもらうことや、頂いた意見を市政に反映させてい
くこと等を目的に、令和４年度も市民との意見交換会を実施しました。

※市議会ホームページ
に詳細を掲載してい
ます。→

班　名 日　時 会　場 参加者 テーマ

総　務 ７月23日（土）
14：00～16：00

東栄地区地域
活動センター

藤島東栄地区町内
会長等　　　14人 東栄地区の活性化・振興策

市　民
文　教

７月22日（金）
19：00～20：30

消 防 本 部
講　　　　堂

市消防団正副団長
　　　　　　６人 消防団の現状と課題、今後の在り方

厚　生 ７月25日（月）・28日（木）
18：30～20：30

に こ ♥ ふ る
大 会 議 室

市内保育施設の保護
者会代表者　24人

子ども・子育て・保育の悩みや課題、
地域や行政の支援　など

産　業
建　設

７月26日（火）
14：30～16：00

市 役 所
委 員 会 室

市内建設業関係者
　　　　　　６人

建設業における原材料高騰の影響及び
市の公共工事の受発注の現状

総務班 市民文教班 厚生班 産業建設班
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つ
る
お
か
市
議
会
だ
よ
り

令
和
４
年
９
月
定
例
会
号（
令
和
４
年
11
月
１
日
発
行
）

鶴
岡
市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
傍
聴
に
お
越
し
の
方
の
健
康
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
傍
聴
席
の
間
隔
を
空
け
て
着
席
し
て
く
だ
さ
い
。

・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
場
時
に
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
発
熱
な
ど
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
会
議
は
本
所
及
び
各
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー
の
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
生
中
継
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
生
中
継
及
び
録
画

配
信
も
視
聴
で
き
ま
す
。

議会を傍聴される
皆さんへ

※各会議の開会時刻は午前10時です。
　午後にわたる場合は１時間程度の休憩をはさみ再開します。
※日程は変更される場合がありますので、ご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
21  22 23 24 25 26

27 28 29 30  2  3

 4  5  6  7  8  9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21

総　　　務
常任委員会

市 民 文 教
常任委員会

産 業 建 設
常任委員会

本　会　議
（開会・総括質問）
予算特別委員会

本　会　議
（一般質問）

本　会　議
（一般質問）
議会運営委員会

厚　　　生
常任委員会

本　会　議
（一般質問）

議会運営委員会常任委員会
予　備　日 予算特別委員会 本　会　議

（表決・閉会）

請願・陳情 提出期限
11月21日㈪午後１時

12/1

11/20

（勤労感謝の日）

本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
、
約
４
万
３
、０
０
０

人
。
全
人
口
の
約
35
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
と
り
わ
け
高
齢
者
の
足
の

確
保
は
、
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
10
月
１
日
に

鶴
岡
市
内
循
環
バ
ス
が
運
行
を

開
始
。
12
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車

タ
イ
プ
で
小
回
り
が
効
く
た

め
、
従
来
の
２
コ
ー
ス
12
便
か

ら
３
コ
ー
ス
48
便
へ
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
停
留
所
も
３
０
０
ｍ

お
き
に
設
置
さ
れ
、
58
か
所
か

ら
79
か
所
に
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

土
日
祝
日
を
含
め
て
、
午
前

８
時
か
ら
午
後
６
時
台
ま
で
約

１
時
間
に
１
本
が
運
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
運
賃
は
１
回
乗
車
で

３
０
０
円
で
す
が
、
市
内
在
住

の
満
70
歳
以
上
の
方
は
「
ゴ
ー

ル
ド
パ
ス
」
購
入
に
よ
り
、
１

か
月
２
、５
５
０
円
で
何
度
で

も
乗
車
で
き
ま
す
。

身
近
な
足
と
し
て
、
外
出
時

に
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

長
谷
川

剛

編
集
後
記

傍聴の様子

◆
本
所
及
び
各
庁
舎
の
市
民
ロ
ビ
ー
、
鶴
岡
地
域

の
各
コ
ミ
セ
ン
、
図
書
館
本
館
に
お
い
て
、
会

議
録
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
の
閲
覧
・
検
索
が

で
き
ま
す
。
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
の
会
議
録
を
閲
覧
す
る
に
は

９月定例会を傍聴された方から寄せられた
ご意見・ご感想（一部抜粋）を紹介します。

議会傍聴アンケート

発行／鶴岡市議会　　編集／広報広聴委員会
〒997-8601　山形県鶴岡市馬場町9-25

電話　0235-35-1908　FAX　0235-25-2123
メールアドレス　gikai@city.tsuruoka.lg.jp

・今定例会は、グローバルな内容や
地域的な内容が多く、とても関心
が持てた。

・真面目にやっているのは分かるが、
もっと活気がほしい。

環
境
に
配
慮
し
再
生
紙
と
植
物

油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

つるおか市議会だより　令和４年９月定例会号 16




